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　As a result, the author found that consumers' 

awareness and interests differed in each of the nine 

items. This suggests how to appeal each traditional 

craft to consumers in the future.

１.　はじめに１）

　我が国における国指定伝統的工芸品のうち、福岡

県には 7品目、佐賀県には 2品目存在する（表 1）。

様々な販売手法の展開に伴い、これらの工芸品に対

する消費者の認知・関心の度合いや、購入・使用し

たいと思う理由等について把握することは、生産者に

とって今後ますます重要な取組みになっていくと思わ

れる。本研究では、消費者の意識の現状を調査し、

そこから見出される論点を整理し、提言を行うことを

目的とした。

要旨

　伝統工芸産業の活性化推進に向けて、各産地で

はターゲット顧客の明確化や、商品開発や販売、コ

ミュニケーション等を通じた、売上確保に向けた様々

な取組みが行われている。本研究では全国の消費者

1,000 人に対してインターネット調査を実施し、福岡・

佐賀の伝統的工芸品 9 品目について、認知度や興味

関心、購入・使用に際しての意識等に関する回答を

得た。

　その結果、9 品目それぞれに消費者の認知度や興

味関心度が異なっていることがわかった。これは今後

それぞれの伝統的工芸品を消費者にいかにアピール

していくべきであるか、その方向性を示唆するもので

あると考える。

Summary

　In order to promote the revitalization of the 

traditional craft industry, various efforts are being 

made to secure sales through clarification of 

target customers, product development, sales, 

communication, etc. in each production area. In this 

study, the author conducted an internet survey on 

1,000 consumers nationwide, and responses were 

obtained regarding the awareness, interests, and 

awareness of purchasing and using nine traditional 

crafts from Fukuoka and Saga prefectures.
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表１．福岡・佐賀県の国指定伝統的工芸品一覧

２．先行調査研究

　先行調査研究について、まず首都圏や全国におけ

る伝統工芸品消費者を対象とした以下の 2調査を挙



げる。

　一つ目は、伝統産業事業者が戦略的なマーケティ

ングを行う上での基礎資料とするために行った京都

市（2007）の調査である。この調査ではまず、団塊

の世代に関する既存調査を取りまとめ、その消費行

動や趣味嗜好等の把握がなされた。次に、既存調査

の分析から導かれた仮説の検証等を行うため、当時

消費市場に占める割合が大きく、新たな市場を創造

する可能性を秘めている「首都圏に住む団塊の世代」

に調査対象を絞り、インターネットによるアンケート

調査が実施された。そして、「所得・金融資産」「価

値観・意識」「趣味・文化的活動、消費」「コミュニ

ケーション」の 4つの視点に基づいて分析が進めら

れ、京都の伝統工芸品購入に際しての意識等の把握

がなされた。

　二つ目は、吉田（2014）によるもので、伝統工

芸産業のうち着物関連産業に対象を絞った調査が行

われた。着物ユーザーの特性と、ユーザーにとって

の着物の価値を、消費者調査によって明らかにする

目的で実施され、文献調査やユーザーインタビュー、

事業者ヒアリングによる探索的調査と、インターネット

アンケート調査を通じて、着物愛好者の市場セグメン

トとその特徴の明確化が行われた。

　以上の先行調査から少なくとも5年以上が経過し、

消費者の年齢構成等が変容している現状がある。

　ついで、福岡・佐賀の国指定伝統的工芸品に対し

て、全国の消費者がどのような消費意識を持っている

かを把握する調査について以下 2点を挙げる。

　一つ目は黒木ほか（2009）によるもので、陶磁器

消費地である福岡市都市圏の消費者と、窯業が盛ん

である有田・伊万里の消費者を対象に、陶磁器需要

に関する消費者意識調査が行われた。この調査では、

消費地の消費者、生産地の消費者、及び生産者の意

識の差異や消費者意識の差異がどのような要因と関

係が強いのかといったことを分析している。

　二つ目は内山（2020）によるもので、福岡県の伝

統的工芸品・博多織に関し、九州地方の消費者がど

のような消費者意識を持ち、消費行動を行っている

か等についてのアンケート調査である。この結果を基

に、博多織の需要構造分析や、消費主体である成人

女性の消費行動分析が行われた。

　以上の他にも消費者を対象とした調査研究は存在

するが、管見の限り、福岡・佐賀で生産される国指

定伝統的工芸品 9品目について、全国の消費者を対

象とし、その消費意識や興味関心等を把握する調査

研究はこれまで見られないものと思われる。

３．消費者調査の方法

　消費者調査のデータ収集は、インターネットによる

アンケート調査によって行った。実査は楽天インサイ

ト株式会社に委託した。

３．１．対象者

　消費者調査の回収目標数は 1000サンプルで、総

務省統計局の「人口推計」（2019 年 10 月 1日現

在）の人口をもとに、全国を7地区、性別及び年齢

を10区分とした人口構成比割付を行った。

３．２．調査の構成

　消費者調査は 2021 年 1月 13日から15日の間

に実施し、有効回答 1000サンプルが得られた。

　調査対象とした工芸品は、福岡県の 7品目（博多

織、博多人形、久留米絣、小石原焼、上野焼、八女

福島仏壇及び八女提灯）と、佐賀県の2品目（伊万
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里・有田焼及び唐津焼）であった。アンケート内で

は各品目の製品を示す写真として、福岡県の 7品目

は県ホームページのフリー素材写真を使用し、佐賀

県の 2品目は県ホームページ掲載写真の使用許可を

得た上で使用した。

　設問は計 18 問で構成され、主に京都市（2007）

を参考に作成した。伝統工芸品全般への興味の有無

をはじめ、福岡・佐賀の国指定伝統的工芸品 9品目

（以下「福岡・佐賀 9 品目」という。）の認知・関

心度や購入経験の有無、購入意欲や使用意欲、さら

に購入したい／使用したいと答えた人には、その理

由についても尋ねた。

　そして、福岡・佐賀9品目の課題・問題点や、実店舗・

ネット通販サイトでの購入の際に重視する点、及び購

入しようとする際の情報源について尋ねた。

　なお、回答者属性の設問として、ライフスタイル、

商品・サービスの決済可能額、出費対象、インターネッ

トの利用状況や意欲、楽しみにしていることや人的関
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　図 1．「伝統工芸品全般への興味の有無」回答内訳

表 2．「伝統工芸品全般への興味の有無（性別年代別）」回答内訳

図 2．「福岡・佐賀 9 品目の認知・関心度」回答内訳

係、及び世帯年収・職業・貯蓄額についても尋ねた。

各設問の内容と回答状況を付属資料 1に示した。

４．調査の結果

４．１．伝統工芸品全般への興味の有無

　伝統工芸品全般への興味の有無については、全体

の71.8% が「興味がある」と回答していた（図 1）。

　この回答内容を性別・年代別で区分したのが表 2

である。それぞれの区分で「興味がある」の割合を

比較すると、「女性 30 ～ 39 歳」が 78.1％、「女性

60～ 79歳」が 77.8％といずれも全体（71.8％）よ

り5ポイント以上高かった。また、「興味がない」の

割合を比較すると、「男性 18～ 29歳」が 36.7％、「男

性 40 ～ 49 歳」が 35.7％及び「女性 40 ～ 49 歳」

が 35.8％といずれも全体（28.2％）より5ポイント

以上高かった。

４．２．福岡・佐賀 9 品目の認知・関心度

　まず、福岡・佐賀 9品目の認知・関心度につい

て、回答の単純集計を図 2に示した。このうち、伊

万里・有田焼を「知っている（知っていて興味があ

る＋知っているが興味はない）」が 84.9% に上った。

また、博多人形について「知っているが興味はない」

が 49.4％に上った。さらに「知らないが興味はある」



については上野焼が 42.6％、小石原焼が 39.3％、

八女提灯が 33.6％で割合が比較的高かった。

４．３．性別・年代別の認知・関心度

　次に、各品目において、性別・年代別に区分した

上で認知・関心度についてクロス集計を行った。

　表 3は博多織のクロス集計である。このうち、「知

らないが興味はある」の回答が全体平均（27.1%）

より5ポイント以上高くなった区分は「男性 30 ～

39歳」と「女性 18歳～ 49歳」であった。

　表 4は博多人形のクロス集計である。このうち、「知

らないし興味もない」の回答が全体平均（23.9%）

より5ポイント以上高くなった区分は「男性 18 ～

49歳」と「女性 18～ 39歳」であった。

　表 5は久留米絣のクロス集計である。このうち、「知

らないし興味もない」の回答が全体平均（36.7%）

より5ポイント以上高くなった区分は「男性 18 ～

59歳」と「女性 18～ 29歳」及び「女性 40～ 49

歳」であった。

　表 6は小石原焼のクロス集計である。このうち、「知

らないが興味はある」の回答が全体平均（39.3%）

より5ポイント以上高くなった区分は「男性 40 ～

49歳」と「女性 18～ 29歳」であった。

　表 7は上野焼のクロス集計である。このうち、「知

らないが興味はある」の回答が全体平均（42.8%）

表 3．「博多織の認知・関心度（性別年代別）」回答内訳 表 6．「小石原焼の認知・関心度（性別年代別）」回答内訳

表 4．「博多人形の認知・関心度（性別年代別）」回答内訳

表 5．「久留米絣の認知・関心度（性別年代別）」回答内訳

表 7．「上野焼の認知・関心度（性別年代別）」回答内訳

表 8．「八女福島仏壇の認知・関心度（性別年代別）」回答内訳
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表 9．「八女提灯の認知・関心度（性別年代別）」回答内訳

図 3．「福岡・佐賀 9 品目の購入経験の有無」回答内訳

より5ポイント以上高くなった区分は「女性 18 ～

29歳」であった。

　表8は八女福島仏壇のクロス集計である。このうち、

「知らないが興味はある」の回答が全体平均（15.7%）

より5ポイント以上高くなった区分は「男性 40 ～

49歳」と「女性 18～ 29歳」であった。

　表 9は八女提灯のクロス集計である。このうち、「知

らないが興味はある」の回答が全体平均（33.6%）

より5ポイント以上高くなった区分は「男性 30 ～

39歳」と「女性 18～ 29歳」であった。

　表 10は伊万里・有田焼のクロス集計である。この

うち、「知っているが興味はない」の回答が全体平均

（35.4%）より5ポイント以上高くなった区分は「男

性50～ 59歳」と「女性30～ 49歳」であった。また、

「知らないし興味もない」の回答が全体平均（7.3%）

より5ポイント以上高くなった区分は「男性 18 ～

29歳」と「女性 18～ 29歳」であった。

　表 11は唐津焼のクロス集計である。このうち、「知

らないが興味はある」の回答が全体平均（16.6%）

より5ポイント以上高くなった区分は「男性 18～ 29

歳」と「女性 18 ～ 29 歳」であった。また、「知ら

ないし興味もない」の回答が全体平均（16.4%）よ

り5ポイント以上高くなった区分は「男性18～29歳」

と「女性 18～ 59歳」であった。

４．４．福岡・佐賀 9 品目の購入経験

　福岡・佐賀 9品目の購入経験について、回答の内

訳を図3に示した。このうち、伊万里・有田焼の「購

入経験がある」（「意識して購入したことがある」と「意

識はせず、購入したことがある」の合計）が 34.1%

に上ったが、博多人形・唐津焼を除く６品目について

は「購入していない・わからない」が9割を超えていた。

４．５．福岡・佐賀 9 品目に対する購入意欲

　次に、福岡・佐賀 9品目の購入意欲について、回

答の内訳を図 4に示した。このうち、伊万里・有田

焼の「購入したい」（「とても購入したい」と「やや購

表 10．「伊万里・有田焼の認知・関心度（性別年代別）」回答内訳

表 11．「唐津焼の認知・関心度（性別年代別）」回答内訳



入したい」の合計）が 41.3%に上った。続いて上野

焼の「購入したい」が 35.4%、小石原焼の「購入し

たい」が 31.0%と陶磁器の購入意欲が軒並み 3割

程となった。

４．６．福岡・佐賀 9 品目に対する使用意欲

　さらに、福岡・佐賀 9品目の使用意欲について、

回答の内訳を図 5に示した。このうち、伊万里・有

田焼の「使用したい」（「とても使用したい」＋「や

や使用したい」）が 46.4%に上った。続いて上野焼の

「使用したい」が 44.8%、小石原焼の「使用したい」

が 40.4%、そして唐津焼の「使用したい」が 36.2%

と陶磁器の使用意欲が比較的高かった。

４．７．福岡・佐賀 9 品目の購入・使用意欲理由

　ここからは各品目を購入したい理由及び使用したい

理由についての回答内容を示し、その割合の差が大

きいものに着目する。

（１）博多織の購入・使用意欲の理由

　図 6は博多織を購入したい理由、図 7は博多織

を使用したい理由の内訳である。このうち、「デザイ

ンがよいから」は購入したい理由（33.3%）より使

用したい理由（39.0%）が上回った。また、「文化

や伝統に根付いたものであるから」は使用したい理由

（31.1%）より購入したい理由（34.9%）が上回った。

（２）博多人形の購入・使用意欲の理由

図 4．「福岡・佐賀 9 品目の購入意欲の有無」回答内訳

図 6．「博多織を購入したいと答えた理由」回答内訳

図 7．「博多織を使ってみたいと答えた理由」回答内訳

図 5．「福岡・佐賀 9 品目の使用意欲の有無」回答内訳
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　図 8は博多人形を購入したい理由、図 9は博多

人形を使用したい理由の内訳である。このうち、「デ

ザインがよいから」と「素材・風合い・使い勝手

などが良いから」及び「手づくりの良さがあるから」

は購入したい理由（それぞれ順に24.4%、14.6%、

26.0%）より使 用したい 理 由（31.3%、22.9%、

32.1%）が上回った。また、「伝統的な技法で制作さ

れたものであるから」は使用したい理由（35.1%）よ

り購入したい理由（43.1%）が上回った。

（３）久留米絣の購入・使用意欲の理由

　図 10 は久留米絣を購入したい理由、図 11 は

久留米絣を使用したい理由の内訳である。このうち、

「デザインがよいから」と「伝統的な技法で制作さ

れたものであるから」は購入したい理由（それぞれ

順に29.3%、28.9%）より使用したい理由（33.7%、

35.0%）が上回った。

（４）小石原焼の購入・使用意欲の理由

　図 12 は小石原焼を購入したい理由、図 13 は

小石原焼を使用したい理由の内訳である。このう

ち、「長く使用しても飽きないから」は購入したい理

由（28.7%）より使用したい理由（33.7%）が上回っ

た。また、「デザインがよいから」は使用したい理由

（35.9%）より購入したい理由（40.0%）が上回った。

（５）上野焼の購入・使用意欲の理由

　図 14は上野焼を購入したい理由、図 15は上野

焼を使用したい理由の内訳である。このうち、「デザ

インがよいから」は使用したい理由（39.1%）より購

入したい理由（43.2%）が上回った。

図 8．「博多人形を購入したいと答えた理由」回答内訳 図 10．「久留米絣を購入したいと答えた理由」回答内訳

図 9．「博多人形を使ってみたいと答えた理由」回答内訳 図 11．「久留米絣を使ってみたいと答えた理由」回答内訳



（６）八女福島仏壇の購入・使用意欲の理由

　図 16は八女福島仏壇を購入したい理由、図 17

は八女福島仏壇を使用したい理由の内訳である。こ

のうち、「長く使用しても飽きないから」と「伝統的な

図 12．「小石原焼を購入したいと答えた理由」回答内訳

図 13．「小石原焼を使ってみたいと答えた理由」回答内訳

図 14．「上野焼を購入したいと答えた理由」回答内訳

図 15．「上野焼を使ってみたいと答えた理由」回答内訳

図 16．「八女福島仏壇を購入したいと答えた理由」回答内訳

図 17．「八女福島仏壇を使ってみたいと答えた理由」回答内訳

技法で制作されたものであるから」は購入したい理由

（それぞれ順に11.4%、17.1%）より使用したい理由

（19.6%、23.5%）が上回った。また、「手づくりの

良さがあるから」と「ブランドがあり、安心できるから」
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は使用したい理由（順に15.7%、13.7%）より購入し

たい理由（22.9%、22.9%）が上回った。

（７）八女提灯の購入・使用意欲の理由

　図 18は八女提灯を購入したい理由、図 19は八

図 18．「八女提灯を購入したいと答えた理由」回答内訳

図 19．「八女提灯を使ってみたいと答えた理由」回答内訳

図 20．「伊万里・有田焼を購入したいと答えた理由」回答内訳

女提灯を使用したい理由の内訳である。このうち、「長

く使用しても飽きないから」「手づくりの良さがあるか

ら」「贈り物や記念品にふさわしいから」及び「文化

や伝統に根付いたものであるから」は購入したい理

図 22．「唐津焼を購入したいと答えた理由」回答内訳

図 21．「伊万里・有田焼を使ってみたいと答えた理由」回答内訳

図 23．「唐津焼を使ってみたいと答えた理由」回答内訳



図 24．「博多織の課題・問題点」回答内訳 図 26．「久留米絣の課題・問題点」回答内訳

図 25．「博多人形の課題・問題点」回答内訳 図 27．「小石原焼の課題・問題点」回答内訳
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由（それぞれ順に14.2%、27.0%、11.3%、25.5%）

より使 用した い 理 由（17.6%、35.2%、14.8%、

29.1%）が上回った。また、「素材・風合い・使い勝

手などがよいから」と「ブランドがあり、安心できる

から」は使用したい理由（順に29.7%、7.7%）より

購入したい理由（34.8%、12.8%）が上回った。

（８）伊万里・有田焼の購入・使用意欲の理由

　図 20は伊万里・有田焼を購入したい理由、図 21

は伊万里・有田焼を使用したい理由の内訳である。

このうち、「ブランドがあり、安心できるから」は使用

したい理由（29.5%）より購入したい理由（33.4%）

が上回った。

（９）唐津焼の購入・使用意欲の理由

　図22は唐津焼を購入したい理由、図23は唐津焼

を使用したい理由の内訳である。このうち、「手づくり

の良さがあるから」と「ブランドがあり、安心できるから」

は使用したい理由（それぞれ順に26.5%、16.9%）よ

り購入したい理由（31.3%、23.0%）が上回った。
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図 28．「上野焼の課題・問題点」回答内訳

図 29．「八女福島仏壇の課題・問題点」回答内訳

図 30．「八女提灯の課題・問題点」回答内訳

図 31．「伊万里・有田焼の課題・問題点」回答内訳

４．８．福岡・佐賀９品目の課題・問題点

　ここでは、福岡・佐賀 9品目それぞれの課題・問

題点についての回答を図 24から図 32に示す。以下

これらの図のデータを比較検討する。

　まず、比較的に回答が多かった項目は「使用する

機会・場が少ない」で、博多織が 26.4%、博多人

形が 26.4%、久留米絣が 25.1%、八女福島仏壇が

26.1%、八女提灯が 29.5%であった。

　また、「値段が高い」という回答は、伊万里・有田

焼が 34.4%、唐津焼が 22.9%で、佐賀の陶磁器 2

品目が高い割合を示した。

　さらに「買う場所がわからない」については、小石

原焼が 16.1%、上野焼が 15.3%と、福岡の陶磁器 2

品目が比較的高い割合であった。また、「広告やアピー

ルが不足している」についても、小石原焼が 11.3%、

上野焼が 14.4%と比較的高い割合であった。

　なお、「魅力を感じない」については、博多人形

が 15.3%と比較的高い割合を示していた。



５．考察

５．１．「伝統工芸品に興味がある」と 7 割が回答

　まず、伝統工芸品全般について、「興味がある」と

答えた人が 71.8%を占めた。消費者対象の意識調査

結果として、「7割程度の人が伝統工芸品に興味を持っ

ている」とする根拠として示すことができると考える。

　また、女性 30代において、「伝統工芸品に興味が

ある」と答えた割合が高かった。一方で、男性の 18

～ 29 歳と男性 40代は「興味がない」と答えた割合

が高かった。今後、「興味がある」世代、「興味がない」

世代それぞれにターゲットを合わせた商品展開や認

知度向上に向けた取組みの検討が必要であることが

示唆された。

５．２．女性若年層で「品目を認知してないが関心を

持っている」人の割合が高い

　福岡・佐賀9品目の性別・年代別の回答結果のうち、

「知らないが興味はある」と答えた女性 18 ～ 29 歳

の割合は、全体の割合より5ポイント以上多かった

品目が 7品目（博多織、久留米絣、小石原焼、上野焼、

八女福島仏壇、八女提灯、唐津焼）に渡っていた。

品目について認知はしていないが、興味関心を持つ

という「潜在的ファン候補」としての若い世代の存在

を示すものであると考える。

５．３．購入経験と購入意欲とのギャップが存在する

　福岡・佐賀 9品目の購入意欲については、陶磁器

を「購入したい」と考える消費者が 3割程度に上っ

ていたが、実際に購入した経験については、伊万里・

有田焼で3割程度が経験有だったのを除けば、他の

8品目では購入経験が無い消費者が 9割程度を占め

ていた。

５．４．購入・使用意欲を持つには多様な理由がある

　福岡・佐賀 9品目の購入・使用意欲の理由につい

て品目種類別にみてみると、織物（博多織や久留米絣）

では「デザインがよいから」という理由が、購入意欲

より使用意欲で高い割合を示していた。一方で福岡

の陶磁器（小石原焼や上野焼）では「デザインがよ

いから」という理由が、使用意欲より購入意欲で高い

割合を示していた。この差が品目種類の差異によって

生じているかどうかは不明であるが、今後の検討すべ

き論点として提示したい。

　また、佐賀の陶磁器（伊万里・有田焼や唐津焼）

では「ブランドがあり、安心できるから」という理由

が、使用意欲より購入意欲で高い割合を示していた。

佐賀の2品目におけるブランド展開が功を奏している

可能性がある。

５．５．品目種類別による課題・問題点の抽出

　福岡・佐賀 9品目の課題・問題点について品目種

類別にみてみると、織物（博多織や久留米絣）や人

形（博多人形）及び仏壇仏具その他（八女福島仏壇

や八女提灯）では「使用する機会・場が少ない」が

高い割合を示していた。今後商品の新規開発や他産

地・他品目との連携が重要となる可能性があり、検

討すべき論点として提示したい。

　また、福岡の陶磁器（小石原焼や上野焼）では「買
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図 32．「唐津焼の課題・問題点」回答内訳
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う場所がわからない」と「広告やアピールが不足して

いる」が高い割合を示していた。今後の取組み方針

に反映すべき論点である可能性がある。

　そして、佐賀の陶磁器（伊万里・有田焼や唐津焼）

については「値段が高い」が高い割合を示していた。

高価格であるというイメージ訴求が利益創出にいかに

反映できているか、等の論点についてさらに検討を進

めることが重要であると考える。

６．おわりに

６．１．まとめ

　以上まで、全国の消費者を対象に実施した調査結

果の単純集計とクロス集計をもとに考察を試みた。調

査の結果からは、福岡・佐賀 9品目それぞれに消費

者の認知度や興味関心度が異なっており、使用意欲

と購入意欲とのギャップも存在していた。これは今後

それぞれの伝統的工芸品を消費者にいかにアピール

していくべきであるか、その方向性を示唆するもので

あると考える。

６．２．今後の課題

　本研究の調査で対象とした福岡・佐賀 9品目に

ついては、博多織や小石原焼など、趣味や土産品

としての用途が主である品目と、八女福島仏壇や

八女提灯といった、宗教儀礼において必要性を伴っ

て用いられる品目とが混在している。このため、認

知度や興味の有無などについて、一概に尋ねること

が適切であるか否かを検討する余地が残った。即

ち、工芸品の品目名とその写真を提示するだけで

は、製品・品目のイメージが浮かばない世代が増

えている可能性がある、ということである。

　今後は、属性（性別・年代・地区等）のほか、

（注）
1）本稿は大淵和憲「伝統工芸製品の消費者ニーズ把握と購入意識
についての一考察」（『商品開発・管理学会学会第36回全国大
会要旨集』2021年7月28日、静岡大学ウェブ開催）の発表
内容を加筆修正したものである。
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